
これからの鉄道沿線における持続可能な
まちづくり考える

「とみおかーと」走行実証実験について
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2022年５月２３日
京浜急行電鉄㈱

まちづくり統括部 一條 英仁
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出典：京急電鉄「駅別１日平均乗降人数」2020年度
神奈川県「神奈川県交通関係資料集」令和元年度版
横浜市「統計情報ポータル 年齢男女別人口（2022年03月時点）」より当社作成

16,535人

平均乗降人数/日
（京急富岡駅）*
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31.0％

高齢化率*

実証実験を行った富岡エリアの基礎情報
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乗降人員の下落率
（2000年を100％とした場合）*

品川駅

三崎口駅

京急富岡駅

横浜駅

京急富岡駅からの移動時間（日中）
➝品川駅 約40分（36.7km）
➝横浜駅 約20分（14.5km）
➝三崎口駅 約40分（29.0km）

実証実験エリア

出典：国土地理院ウェブサイト
https://maps.gsi.go.jp/ の地理院地図を
元に編集
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「まち」の持続性への危機感
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駅前を含む狭隘な道路 徒歩では辛い急峻な地形

高齢者化社会の進展

「まちづくり」の基礎となる
モビリティ需要が変化
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とみおかーと実証実験における関係団体
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とみおかーと実証実験コンソーシアム



「とみおかーと」実証実験の経緯
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2018年度 2019年度 2020年度

電動カートの安全性や社会的受容性検証 実用的なサービス形態の模索
地域人材による活動へ向けた意識醸成

実用的なサービスの有償による需要検証

路線定期運行２ルート 路線定期運行２ルート
オンデマンド運行（一部エリア）

路線定期運行４ルートフリー乗降）
オンデマンド運行（全域エリア）
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とみおかーと実証実験
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運行期間 11月１日～１月31日 うち75日

運行事業者 京急横浜自動車㈱

運行形態 道路運送法第21条による乗合旅客運送

運行ルート 路線定期運行：２ルート（フリー乗降）
オンデマンド運行：なし

運 賃 大人200円、小人100円

使用車両 一般自動車１台

参 考
登録者数
利用者数

2020年度実績
1,870人（人口16,406人 11.3％）
3,475人

2021年度
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走行ルートにおける道路環境の課題
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地域や企業との協力関係の醸成
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沿道店舗からの協力で
2020年度から京急富岡駅前に
とみおかーと待合室を開設

地元中学校の授業内で作成の
地域新聞にも取り上げられ、
取組に対する認知や理解が広がっている
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４か年、取り組みを進めてきたことで、
取組に対して賛同企業の増加



とても良くなった

20%

良くなった

47%

変わらない

31%

悪くなった

1%

とても悪くなった

1%

「とみおかーと」が地域にもたらす価値
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出典：京急電鉄「とみおかーと2020参加者事後アンケート調査結果」

とても良くなった

13%

良くなった

42%

変わらない

45%

悪くなった

0%

富岡のまちに対する印象の変化

N=209 N=213

とみおかーとの取り組みに対する印象の変化
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とみおかーとが今後も続いたら

運転免許を返納してもいいと思いますか？

思う

23%

どちらかといえば思う

22%

どちらともいえない

17%

気持ちに影響はない

25%

その他

13%

N=147

強まる

29%

どちらかといえば強まる

32%

どちらともいえない

13%

気持ちに影響はない

24%

その他

2%

N=227

「とみおかーと」がもたらす行動変容
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出典：京急電鉄「とみおかーと2020参加者事後アンケート調査結果」

とみおかーとが今後も続いたら

居住継続意向は強まりますか？
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今後の活動について

生活を支えるサービスの充実、地域交通の確保等を目指すとともに、
地域とともに「住みやすい」環境を創造する
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ご清聴ありがとうございました。


